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教育・研究から学生・卒業生の活躍まで幅広く伝える

No.827

４
月
に
付
属
校
で
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
豊
山
高
校
で

は
４
月
５
日
、
大
貫
進
一
郎

学
長
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
＝

写
真
。

大
貫
学
長
は
４
８
０
人
の

新
入
生
に
対
し
「
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
一
人
一
人
の
未
来
づ

く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い

り
ま
す
」と
祝
辞
を
述
べ
た
。

入
学
生
を
代
表
し
て
嶋
田

大
朗
さ
ん
が
「
新
し
い
仲
間

た
ち
と
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
合
い
、

３
年
後
私
た
ち
が
笑
顔
で
卒

業
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て

い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま

す
」
と
宣
誓
し
た
。

卒
業
式
も
挙
行

３
月
に
は
多
く
の
付
属
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
日
本

大
学
第
三
高
校
は
、
３
月
１

日
に
、
３
８
２
人
が
巣
立
っ

て
い
っ
た
。

大
貫
学
長
は
卒
業
生
に
対

し
「
本
校
で
の
豊
か
な
経
験

を
糧
と
し
て
、
新
し
い
舞
台

で
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
が
新
し
い
社

会
を
け
ん
引
す
る
人
材
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
祝

辞
を
述
べ
た
。

令
和
６
年
度
の
日
本
大
学
卒
業
式

が
３
月
25
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ

れ
、
１
万
６
１
０
５
人
が
桜
門
を
巣

立
っ
た
。
卒
業
生
総
数
は
約
１
２
８

万
人
と
な
っ
た
。

大
学
院
・
学
部
・
短
期
大
学
部
を

午
前
と
午
後
の
２
部
に
分
け
て
実
施

し
、
芸
術
学
部
を
卒
業
す
る
学
生
２

人
が
司
会
を
担
当
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

前
半
に
大
貫
進
一
郎
学
長
が
式
辞

を
、
林
真
理
子
理
事
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
学
位
記
と
学
長
賞
・
優
秀
賞
の

授
与
が
行
わ
れ
た
。

大
貫
学
長
は
式
辞
で
「
皆
さ
ん
の

母
校
が
日
本
大
学
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
力
を
注
い
で
い

き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
新
し
い
日
大

の
歴
史
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

林
理
事
長
は
「
将
来
夢
が
か
な
わ

な
か
っ
た
と
し
て
も
味
わ
う
の
は
、

挫
折
感
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や

り
遂
げ
た
充
実
感
と
さ
わ
や
か
な
諦

念
で
す
。
こ
の
二
つ
を
持
っ
て
人
は

生
き
、
社
会
を
支
え
て
い
く
の

で
す
。
ど
う
か
夢
と
希
望
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

学
長
賞
は
学
業
、
学
術
・
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
47
人
が

受
賞
し
た
。

後
半
に
は
、
16
人
組
ダ
ン
ス

＆
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
、
Ｔ
Ｈ

Ｅ 

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ
が
サ
プ

ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。

ボ
ー
カ
ル
の
一
人
、
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｕ

さ
ん
が
豊
山
中
学
・
高
校
出
身

で
「16BOOSTERZ

」
な
ど
６

曲
を
披
露
し
式
を
盛
り
上
げ
た
。

令
和
７
年
度
の
日
本
大
学
入
学

式
が
４
月
８
日
、
東
京
・
北
の
丸

公
園
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

た
。
大
学
院
・
学
部
・
短
期
大
学
部

の
計
１
万
８
０
５
１
人
が
本
学
学

生
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

式
典
は
午
前
、
午
後
の
２
部
に

分
け
て
行
わ
れ
、
大
学
旗
入
場
、

国
歌
斉
唱
に
続
き
、
大
貫
進
一
郎

学
長
が
式
辞
で
「
私
た
ち
教
職
員

は
ガ
イ
ド
や
サ
ポ
ー
ト
の
役
目
を

し
っ
か
り
果
た
し
て
い
き
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
主
体
的
か
つ
能
動

的
な
学
び
の
姿
勢
が
最
も
重
要
で

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
一
人
一
人
の

『
夢
』
を
カ
タ
チ
に
で
き
る
舞
台

で
す
。
自
信
を
持
っ
て
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

林
真
理
子
理
事
長
は
「
皆
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
力
で
思

い
切
り
人
生
の
容
積
を
拡
げ
て
く

だ
さ
い
。
日
本
大
学
は
、
あ
な
た

方
の
人
生
の
容
積
を
拡
げ
る
た
め

の
手
伝
い
を
い
く
ら
で
も
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
入
学
生

を
代
表
し
て
小
林
暖
さ
ん（
商
）、

三
嶋
里
空
さ
ん
（
危
機
管
理
）
が

そ
れ
ぞ
れ
宣
誓
を
行
っ
た
。

後
半
に
は
歌
手
、
俳
優
の
中
島

健
人
さ
ん
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト

と
し
て
登
場
し
、「
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｙ
」

な
ど
３
曲
を
ダ
ン
ス
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
披
露
。
入
学
生
た
ち
は
一

体
に
な
っ
て
声
援
を
送
り
、
最
後

に
「
祝
砲
」
と
と
も
に
銀
色
と
桜

色
の
メ
タ
ル
テ
ー
プ
が
会
場
に

舞
っ
た
。

式
の
前
半
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
同
時
配
信
さ
れ
た
。

卒
業
式
と
同
様
に
、
本
学
卒
業

生
の
福
嶋
康
博
氏
が
名
誉
会
長
を

務
め
る
ス
ク
ウ
ェ
ア
・
エ
ニ
ッ
ク

ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
協
力

で
、
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
デ
ジ
タ
ル

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」
も
盛
況
だ
っ

た
。

中
島
健
人
さ
ん
か
ら
エ
ー
ル

１
万
６
１
０
５
人
が
桜
門
巣
立
つ

6年度卒業式

7年度入学式

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ
が
６
曲
披
露

大
貫
学
長
「
主
体
的
、能
動
的
な
学
び
を
」

長野日大幼稚園が開園

得
し
、
４
月
か
ら
３
～
12
歳

ま
で
の
Ｐ
Ｙ
Ｐ
と
呼
ば
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
将
来
の
大
学

進
学
を
見
据
え
た
質
の
高
い

教
育
を
実
施
し
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
目
指
す
。

開
園
式
に
は
、
林
真
理
子

理
事
長
や
大
貫
進
一
郎
学
長

ら
関
係
者
の
ほ
か
保
護
者
、

園
児
ら
約
90
人
が
出
席
。
園

名
板
の
除
幕
式
や
く
す
玉
割

り
が
行
わ
れ
た
後
、
園
児
の

ダ
ン
ス
や
歌
が
披
露
さ
れ
、

新
た
な
門
出
を
祝
っ
た
。

林
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
一

つ
に
結
ば
れ
、
皆
さ
ん
は
日

大
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

４
月
か
ら
園
長
に
就
任
し

た
添
谷
芳
久
・
長
野
日
大
学

園
副
理
事
長
は
「（
準
付
属

校
に
な
っ
た
こ
と
で
）
幼
稚

園
か
ら
切
れ
目
の
な
い
一
貫

教
育
が
可
能
に
な
っ
た
。
今

後
は
幼
大
連
携
教
育
も
視
野

に
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

長
野
日
本
大
学
学
園
が
運

営
す
る「
あ
か
し
や
幼
稚
園
」

が
４
月
１
日
付
で
日
本
大
学

の
準
付
属
校
と
な
る
と
と
も

に
、
名
称
を
「
長
野
日
本
大

学
幼
稚
園
」
に
変
更
し
た
。

変
更
に
先
立
つ
３
月
29
日
に

開
園
式
を
行
っ
た
＝
写
真
。

全
国
に
26
あ
る
付
属
校
の
う

ち
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で

の
一
貫
教
育
を
実
現
す
る
の

は
初
め
て
。　

同
園
は
国
際
的
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
（
Ｉ
Ｂ
）」
の
認
定
を
取

付属校初、高校まで一貫教育

付
属
校
で
入
学
式

本
学
は
、
公
益
財
団
法
人

大
学
基
準
協
会
に
よ
る
令
和

６
年
度
大
学
評
価
（
認
証
評

価
）
の
結
果
、「
大
学
基
準

に
適
合
し
て
い
る
」
と
の
認

定
を
こ
の
ほ
ど
受
け
た
。
認

定
期
間
は
、
令
和
７
年
４
月

１
日
か
ら
同
14
年
３
月
31
日

ま
で
の
７
年
間
。

平
成
14
年
の
学
校
教
育
法

改
正
に
伴
い
、
同
16
年
か
ら

各
大
学
は
７
年
以
内
の
周
期

で
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
を

受
け
た
評
価
機
関
に
よ
る
第

三
者
評
価
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

認
証
評
価
適
合
に
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新
通
信
教
育
部
長
に
陸
教
授

る
こ
と
に
伴
い
、
本
学
教
育

職
組
織
規
程
第
17
条
第
４
項

に
基
づ
き
、
本
学
教
授
の
う

ち
か
ら
学
長
が
教
育
・
研
究

上
の
適
格
性
を
審
査
し
た
上

で
推
薦
し
、
学
部
長
会
議
の

意
見
を
聴
い
た
上
、
理
事
会

の
議
を
経
て
決
定
し
た
。

陸 

亦
群（
り
く
・
ゆ
う
ぐ

ん
）
教
授

平
成
13
年
３
月
本
学
大
学

院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。
博
士
（
経
済
学
）。

23
年
通
信
教
育
部
教
授
を
経

て
、
30
年
経
済
学
部
教
授
。

専
門
は
国
際
経
済
学
。中
国

上
海
市
出
身
。
58
歳
。

本
学
は
３
月
７
日
の
理
事

会
で
、
陸
亦
群
経
済
学
部
教

授
を
通
信
教
育
部
長
と
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
就
任
日
は

令
和
７
年
４
月
１
日
。

松
重
充
浩
部
長
が
同
年
３

月
31
日
付
で
任
期
満
了
と
な陸教授

女
性
教
員
が
交
流
す
る
場

異
な
る
学
部
の
女
性
教
員

が
集
い
、
交
流
す
る
「
日
本

大
学
女
性
教
員
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
が
３
月
21
日
、
日
本

大
学
会
館
で
初
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
同
士
が
自
由
な

情
報
交
換
・
相
談
を
行
う
こ

と
で
、
女
性
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
づ
く
り
に
役
立
て

る
と
と
も
に
、
大
学
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。

主
催
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
委
員
会
は
「
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
素
地
づ
く

り
の
機
会
に
な
れ
ば
。
次
回

開
催
も
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。

当
日
は
学
部
、
大
学
院
、

短
期
大
学
部
、
通
信
教
育
部

か
ら
48
人
の
女
性
専
任
教
員

が
出
席
し
、
林
真
理
子
理
事

長
や
ソ
コ
ロ
ワ
山
下
聖
美
副

学
長
、
渡
辺
美
代
子
常
務
理

事
も
参
加
し
た
。

女
性
教
員
た
ち
は
九
つ
の

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
ま
ず

一
人
20
秒
以
内
で
自
己
紹

介
。
初
対
面
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
打
ち
解

け
て
あ
ち
こ
ち
の
テ
ー
ブ
ル

で
話
の
花
が
咲
い
た
＝
写

真
。同

委
員
会
委
員
長
の
渡
辺

常
務
理
事
は
「
本
学
の
女
性

の
比
率
は
職
員
が
４
割
、
学

生
が
３
割
、
教
員
が
２
割
と

教
員
が
最
も
低
い
。
声
を
届

け
や
す
い
状
況
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
背
景
を
説
明

す
る
。

生
産
工
学
部
の
小
森
谷
友

絵
教
授
は
「
い
ろ
い
ろ
な
先

生
方
と
知
り
合
う
き
っ
か
け

が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
次
回

も
や
る
な
ら
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

初
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
48
人
参
加

学
生
、
生
徒
か
ら
募
っ
て

い
た
本
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
を
象
徴
す
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
決
定
し
、
３
月
21

日
に
表
彰
式
が
日
本
大
学
会

館
で
開
か
れ
た
＝
写
真
。
最

優
秀
賞
は
田
金
優
希
さ
ん

（
藤
沢
高
２
年
）、
優
秀
賞

に
は
佐
川
琳
理
さ
ん
（
芸
術

４
年
）、
上
原
千
聖
さ
ん
（
藤

沢
高
１
年
）
の
作
品

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
た
。
受
賞
作
品

は
、
本
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
含
め
各

種
広
報
な
ど
に
活

用
さ
れ
る
。

昨
年
９
月
末
ま

で
に
36
点
の
応
募

が
あ
り
、
ま
ず
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

委
員
会
の
委
員
に
よ
る
投
票

で
５
作
品
を
選
出
。
次
に
学

生
、
生
徒
、
教
職
員
を
対
象

に
し
た
ウ
ェ
ブ
投
票
（
７
４

２
５
人
）
を
経
て
、
同
委
員

会
に
よ
る
最
終
審
査
で
各
賞

を
決
定
し
た
。

最
優
秀
賞
の
作
品
は
、
世

界
中
の
多
様
性
を
持
っ
た
た

く
さ
ん
の
学
び
た
い
人
が
向

上
で
き
る
世
界
を
イ
メ
ー

ジ
。
外
枠
は
地
球
の
ブ
ル
ー

で
世
界
中
で
学
ぶ
人
々
、
６

色
の
模
様
は
日
大
の
「
Ｎ
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
多
様
性
を
表

し
た
色
に
し
た
と
い
う
。

表
彰
式
に
は
林
真
理
子
理

事
長
、
大
貫
進
一
郎
学
長
が

出
席
し
、
受
賞
者
に
は
賞
状

と
副
賞
の
図
書
カ
ー
ド
が
手

渡
さ
れ
た
。

林
理
事
長
は
祝
辞
で
「
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
決
定
を
機
に
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
よ

り
充
実
し
た
活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
ロ
ゴ
決
定

最
優
秀
賞
に
田
金
（
藤
沢
高
）さ
ん

松
戸
歯
学
部
付
属
病
院

は
、
４
月
か
ら
地
域
医
療
連

携
統
括
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、

増
加
す
る
訪
問
診
療
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
。

同
病
院
は
、
障
害
や
高
齢

な
ど
で
病
院
に
通
え
な
い
人

た
ち
の
要
望
に
応
え
る
た
め

訪
問
診
療
部
門
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
担
当
医

が
個
別
に
対
応
し
て
き
た
訪

問
診
療
を
各
科
協
力
し
総
合

的
に
行
っ
て
い
く
。
ス
タ
ッ

フ
は
歯
科
医
２
人
だ
が
、
症

状
に
よ
り
各
専
門
診
療
科
と

協
力
で
き
る
体
制
を
整
え
、

小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅

広
い
世
代
に
対
応
す

る
。対

象
地
域
は
病
院

を
中
心
に
半
径
16
㌔

以
内
の
千
葉
、埼
玉
、

東
京
に
ま
た
が
る
。

心
身
に
障
害
の
あ
る

人
、
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
子
ど

も
、
高
齢
で
足
腰
が

不
自
由
な
人
の
ほ
か
、

介
護
に
携
わ
り
通
院

が
困
難
な
人
も
利
用
で
き

る
。
基
本
的
に
は
居
宅
で
の

診
療
と
な
る
が
、
困
難
な
場

合
は
付
属
病
院
で
集
中
治
療

を
行
う
。

ま
た
、
迅
速
な
診
療
が
で

き
る
よ
う
に
専
用
の
車
両

（
＝
写
真
）
や
最
新
の
ポ
ー

タ
ブ
ル
治
療
機
器
も
導
入
し

た
。
歯
科
治
療
だ
け
で
な

く
、
誤ご

え
ん嚥

性
肺
炎
の
予
防
に

つ
な
が
る
口
腔
清
掃
管
理
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
な

ど
も
行
う
。

内
田
貴
之
病
院
長
は
「
通

院
が
困
難
な
方
た
ち
が
自
宅

で
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
当
院
の
機
能
を
統

括
し
て
発
揮
で
き
る
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
。
地
域
の

中
核
歯
科
病
院
と
し
て
、
地

域
の
方
の
生
活
の
質
向
上
に

貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
」
と
語
っ
た
。

松戸歯学部付属病院

多
様
な
訪
問
診
療
に
対
応

地
域
医
療
連
携
統
括
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　

医
学
部
付
属
板
橋
病
院
の

建
て
替
え
等
に
伴
う
一
連
の

工
事
が
、
こ
の
ほ
ど
本
格
的

に
動
き
出
し
た
。
新
時
代
の

医
療
を
け
ん
引
す
る
医
学

部
、
看
護
専
門
学
校
、
大
学

病
院
と
し
て
建

て
替
え
が
進
ん

で
い
く
。

　

工
事
の
第
１

段
階
と
し
て
、

令
和
７
年
度
内

に
完
成
予
定
の

医
学
部
付
属
看

護
専
門
学
校
の

新
校
舎
と
医
学

部
仮
設
校
舎
の

建
設
工
事
を
進
め
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
建
設
工
事
を
終

え
る
と
、
現
在
の
看
護
専
門

学
校
１
号
棟
、
プ
ー
ル
、
体

育
館
な
ど
を
解
体
。
第
２
段

階
と
し
て
、
新
学
部
棟
の
建

設
工
事
が
令
和
10
年
度
に
完

了
予
定
。
そ
の
後
は
医
学
部

機
能
を
移
し
た
上
で
、
本
館

棟
、
臨
床
講
堂
棟
、
仮
設
校

舎
な
ど
を
解
体
し
、
跡
地
に

第
３
段
階
と
し
て
、
令
和
14

年
度
開
院
を
目
指
す
新
病
院

の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　　　

２
月
26
日
に
は
、
淺
井
万

富
常
務
理
事
、
木
下
浩
作
医

学
部
長
ら
出
席
の
下
、
付
属

看
護
専
門
学
校
の
新
校
舎
と

医
学
部
の
仮
設
校
舎
建
築
工

事
の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
た
。

　

看
護
専
門
学
校
の
新
校

舎
は
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡

地
を
利
用
。
延
べ
床
面
積

１
３
９
３
平
方
㍍
、
地
上
３

階
建
て
で
、
南
東
方
向
に
突

き
出
た
ひ
さ
し
が
目
を
引
く

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
。

　

仮
設
校
舎
は
本
館
棟
前

の
広
場
に
、
延
べ
床
面
積

１
５
３
５
平
方
㍍
、
地
上
２

階
建
て
で
建
設
。
看
護
専

門
学
校
の
機
能
も
一
部
入

る
。
「
新
校
舎
に
は
広
々
と

実
習
室
が
２
室
備
わ
り
、
充

実
し
た
領
域
別
実
習
が
行
え

ま
す
。
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
の

校
舎
の
完
成
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」（
看
護
専
門
学

校
・
大
橋
初
枝
副
校
長
︶

　

医
学
部
管
財
課
の
秦
諭
課

長
は｢

各
学
部
の
協
力
を
得

て
医
学
部
創
設
１
０
０
周
年

の
年
に
工
事
に
着
手
で
き
た

の
は
感
慨
深
い
。
学
生
が
学

び
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
今

後
も
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
。

建
設
工
事
が
本
格
化

学
部
、専
門
学
校
、病
院
の
建
て
替
え

医 学 部

専
門
学
校
新
校
舎

地
鎮
祭
行
わ
れ
る

就
職
支
援
協
定
40
自
治
体
に

本
法
人
は
１
月
30
日
、
日

本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事

業
団
か
ら
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
が
不
十
分
で
あ
り
、
管
理

運
営
に
適
正
を
欠
く
」
と
し

て
、
令
和
６
年
度
の
私
立
学

校
等
経
常
費
補
助
金
の
不
交

付
継
続
を
決
定
し
た
と
の
連

絡
を
受
け
た
。
不
交
付
は
４

年
連
続
。

３
年
度
以
降
に
発
覚
し
た

一
連
の
不
祥
事
を
受
け
、
執

行
体
制
を
刷
新
す
る
な
ど
改

革
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
途

上
で
重
量
挙
部
な
ど
の
幹
部

に
よ
る
金
銭
不
祥
事
問
題
を

大
学
が
自
ら
調
査
し
、
被
害

回
復
に
も
努
め
て
き
た
。

７
年
度
に
交
付
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
引
き
続
き
改
善
・

改
革
を
進
め
て
い
く
。

経
常
費
補
助
金

4
年
連
続
不
交
付
に

本
学
は
２
月
７
日
、
三
重

県
と
就
職
支
援
に
関
す
る
協

定
を
結
ん
だ
。

三
重
県
内
の
企
業
情
報
や

採
用
情
報
の
提
供
を
受
け
る

ほ
か
、
本
学
学
生
の
地
方
へ

の
就
職
状
況
な
ど
相
互
に
連

携
・
協
力
し
、
三
重
県
へ
の

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を

希
望
す
る
学
生
を
支
援
す

る
。
三
重
県
は
、
地
域
経
済

を
支
え
る
人
材
を
確
保
す
る

狙
い
が
あ
る
。

今
回
の
三
重
県
で
40
自
治

体
（
39
道
府
県
、
１
政
令
都

市
）
と
な
り
、
全
国
の
大
学

で
最
多
級
と
な
る
。
各
自
治

体
の
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就

職
に
関
す
る
情
報
を
一
元
的

に
提
供
す
る
た
め
、「
Ｎ
Ｕ

就
職
ナ
ビ
」
内
に
特
設
サ
イ

ト
を
開
設
し
て
い
る
。

看護専門学校新校舎の完成予想図
（上）と地鎮祭

　　 ２月 15 日に 94 歳 で
逝 去した本 学 第 10 代
総長の瀨在幸安（せざ
い · ゆきやす）さんに
従三位が授与され、４
月 22 日に日本大学会館
で位記伝達式が執り行
われた。
　　　 式典にはご遺族、林
真理子理事長、大貫進一郎学長らが出
席。ご遺族を代表して長男で本学医学
部准教授の明さんに、大貫学長から位
記、祭祀料が手渡された。
　　　 大貫学長はあいさつで ｢瀨在先生の
ご功績、スピリッツを共有しながら、本
学の改善改革に努めてまいります」と述
べた。
　　　 瀨在さんは冠動脈バイパス手術に日本
で初めて成功するなど国際的な心臓外
科医としても活躍。平成 18 年に瑞宝大
綬章を受章した。

瀨在幸安さんに従三位追贈

新
た
に
三
重
県
と
締
結
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本
学
は
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上

の
一
環
と
し
て
、
日
大
生
17
人

が
登
場
す
る
写
真
展
を
お
茶
の

水
校
舎
１
階
で
開
催
し
た
＝
写

真
。
４
月
10
日
ま
で
の
11
日
間

の
開
催
期
間
中
に
約
１
７
０
０

人
が
訪
れ
た
。

写
真
家
の
レ
ス
リ
ー
・
キ
ー

氏
が
撮
影
し
、
１
月
に
朝
日
新

聞
全
国
版
の
全
面
広
告
に
掲
載

し
た
写
真
を
活
用
。
来
場
者
か

ら
は
「
個
性
豊
か
な
学
生
た
ち

の
イ
キ
イ
キ
と
し
た
姿
に
、
日

大
の
明
る
い
未
来
を
感
じ
た
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
レ
ス
リ
ー
氏
と
今
回
の

広
告
企
画
に
参
画
し
た
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
本
学
卒
業
生

の
秋
山
具
義
氏
が
、
林
真
理
子

理
事
長
が
Ｍ
Ｃ
を
務
め
る
本
学

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
よ
う
こ
そ
！
理
事
長
室
へ
」

特
別
編
の
ゲ
ス
ト
に
登
場
。

レ
ス
リ
ー
氏
は
、
本
学
芸
術

学
部
写
真
学
科
を
不
合
格
に

な
っ
た
話
を
披
露
。し
か
し「
夢

を
持
ち
続
け
れ
ば
必
ず
か
な

う
」
と
学
生

に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

志
願
者
９
万
２
５
０
６
人

一
般
選
抜
21
・
６
％
の
大
幅
増

　

本
学
の
令
和
７
年
度
一
般

選
抜
の
志
願
者
総
数
（
短
期

大
学
部
含
む
）
は
、
募
集

人
員
７
３
３
３
人
に
対
し

９
万
２
５
０
６
人
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
21
・
６
％
の

大
幅
増
と
な
っ
た
。
短
期
大

学
部
を
除
く
16
学
部
が
プ
ラ

ス
だ
っ
た
。

　

前
年
度
は
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
薬
物
事

件
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
な
ど
の
影
響
で
同
20
％
を

超
え
る
マ
イ
ナ
ス
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
そ
の
反
動
増

が
大
き
か
っ
た
と
み
ら
れ

　

目
が
不
自
由
な
人
に
も
お

み
く
じ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

―
。
大
学
院
芸
術
学
研
究
科

る
。学
務
部
入
学
課
で
は「
５

年
度
か
ら
強
化
し
た
高
校
訪

問
活
動
の
効
果
も
徐
々
に
表

れ
始
め
た
の
で
は
な
い
か
」

と
み
て
い
る
。

　

学
部
別
で
は
法
、
経
済
が

30
％
を
超
え
る
増
加
と
な

り
、
文
理
、
商
、
国
際
関
係
、

理
工
、
薬
が
20
％
超
の
プ
ラ

ス
だ
っ
た
。

　

一
方
、短
期
大
学
部
は
５
・

５
％
の
減
少
だ
っ
た
。

修
士
課
程
１
年
で
中
国
人
留

学
生
・
陳ち

ん

果か

さ
ん
が
視
覚
障

害
者
向
け
の
点
字
お
み
く
じ

を
発
案
し
た
＝
写
真
。
東
京

都
中
野
区
視
覚
障
害
者
福
祉

協
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と

協
力
。
江
戸
時
代
に
治
眼
薬

師
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
る
同
区
内
の
新
井
薬
師
梅

照
院
で
３
月
に
お
披
露
目
さ

れ
た
。

　

日
本
の
お
み
く
じ
文
化
に

魅
了
さ
れ
た
と
い
う
陳
さ

ん
。
目
の
見
え
な
い
人
は
ど

の
よ
う
に
お
み
く
じ
を
楽
し

む
の
か
と
疑
問
を
抱
い
た
。

い
く
つ
か
の
団
体
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
中
野
区
視

覚
障
害
者
福
祉
協
会
が
「
自

ら
お
み
く
じ
を
読
む
発
想
は

な
か
っ
た
」
と
興
味
を
示
し

た
。
地
域
連

携
を
学
ぶ
陳

さ
ん
は
、
鞍

掛
純
一
教
授

の
助
言
も
得

て
点
字
お
み

く
じ
づ
く
り

を
進
め
た
。

　

試
作
を
重

ね
出
来
上
が
っ
た
お
み
く
じ

は
点
字
プ
リ
ン
タ
ー
で
出

力
・
加
工
し
た
も
の
で
、「
自

分
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
」

「
人
に
読
ま
れ
ず
に
済
む
」

と
好
評
だ
っ
た
。

　

点
字
を
読
む
こ
と
が
困
難

な
人
も
い
る
た
め
、
２
次
元

コ
ー
ド
を
付
け
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
込
ま
せ
て
、

音
声
で
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
寺
や
神
社

に
点
字
お
み
く
じ
が
広
が
っ

て
自
分
で
運
勢
を
読
む
楽
し

み
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
陳

さ
ん
は
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

企
業
の
求
め
に
挑
戦

受
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
好
評

経
済
学
部
の
安
藤
・
飯

星
・
多
鹿
ゼ
ミ
と
大
阪
公
立

大
の
ゼ
ミ
は
、
昨
年
５
月
に

開
始
し
た
受
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
有
効

活
用
」
の
最
終
報
告
会
を
２

月
12
日
、
依
頼
主
で

あ
る
中
央
日
本
土
地

建
物
の
三
宅
潔
社

長
、
役
員
ら
の
前
で

実
施
し
、
高
い
評
価

を
受
け
た
。
同
社
で

は
ゼ
ミ
の
研
究
成
果

を
「
今
後
開
発
す
る

オ
フ
ィ
ス
や
サ
ー
ビ

ス
に
活
用
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

令
和
６
年
度
が
２
回

目
で
５
年
度
は
「
賃
金
の
デ

ジ
タ
ル
払
い
の
普
及
」
を

テ
ー
マ
に
安
藤
ゼ
ミ
３
チ
ー

ム
が
参
加
。「
ビ
ジ
ネ
ス
の

現
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
課

題
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
学
生

の
や
る
気
が
増
し
、
成
長
も

促
さ
れ
ま
す
」（
安
藤
至む

ね
と
も大

教
授
＝
写
真
右
）。

安
藤
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
長
を
務

め
た
小
磯
紅く

れ
は葉

さ
ん
（
３

年
）
は
「
ゼ
ミ
の
中
身
が
濃

い
の
で
こ
の
経
験
を
他
に
も

生
か
し
て
い
き
た
い
」。「
共

用
ス
ペ
ー
ス
で
猫
を
飼
う
」

な
ど
斬
新
な
提
案
を
し
た
同

ゼ
ミ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
大
石
玲り

お緒
さ
ん

（
同
）
は
「
相
手
の
求
め
て

い
る
も
の
を
く
み
取
る
こ
と

に
腐
心
し
た
。
今
後
の
仕
事

に
も
役
立
つ
と
思
う
」
と
手

応
え
を
示
し
た
。

７
年
度
の
テ
ー
マ
は
日
本

人
材
派
遣
協
会
依
頼
の
「
大

学
生
が
考
え
る
２
０
５
０
年

の
派
遣
業
界
」に
決
ま
っ
た
。

経 済 学 部

本
学
最
大
の
就
職
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
合
同
企

業
研
究
会
・
就
職
セ
ミ

ナ
ー
」（
校
友
会
後
援
）
が

３
月
３
日
、
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
か
れ
、
学

生
３
４
１
２
人
が
参
加
し

た
。
製
造
、
金
融
、
流
通
、

運
輸
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
幅
広
い
業

種
の
計
２
１
８
の
企
業
・
団

体
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
事
業

内
容
な
ど
を
説
明
し
た
＝
写

真
。午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
１
回
当
た
り
30
分
の
説

明
会
を
計
８
回
実
施
。
校
友

で
組
織
す
る
日
本
大
学
社
長

会
の
会
員
企
業
も
17
社
参
加

し
た
。

あ
い
に
く

の
雨
の
中
、
リ

ク
ル
ー
ト

ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
学

生
た
ち
が

続
々
と
会
場

に
到
着
。
人
気

企
業
の
ブ
ー

ス
で
は
、
用
意

さ
れ
た
椅
子

に
座
り
き
れ

な
い
学
生
が

立
っ
た
ま
ま

熱
心
に
メ
モ

を
取
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

昨
今
の
売
り
手
市
場
を
反

映
し
て
か
、
初
任
給
ア
ッ
プ

や
年
間
休
日
数
増
な
ど
福
利

厚
生
の
充
実
ぶ
り
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
企
業
・
団
体
が
目

立
っ
た
。

午
後
に
会
場
に
着
い
た
生

物
資
源
科
学
部
３
年
の
学
生

は
「
第
１
志
望
の
業
種
を
お

お
よ
そ
決
め
て
い
ま
し
た

が
、
会
場
に
来
て
魅
力
的
な

企
業
が
多
く
目
移
り
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。（
多
く
の
ブ
ー

ス
を
回
れ
る
よ
う
）
午
前
か

ら
来
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
た
。

午
後
に
は
林
真
理
子
理
事

長
、
大
貫
進
一
郎
学
長
が
視

察
に
訪
れ
た
。

人
物
試
験
対
策
に
的
を

絞
っ
た
恒
例
の
公
務
員
試
験

面
接
ワ
ー
ク
＆
実
践
講
座

が
、
２
月
４
日
か
ら
22
日
ま

で
の
間
に

３
回
に
わ

た
っ
て
日

本
大
学
会

館
で
開
か

れ
た
。
面

接
カ
ー
ド

の
書
き
方

か
ら
個
別

面
接
に
至

る
ま
で
人

物
試
験
に

向
け
た
自
己
分
析
と
ノ
ウ
ハ

ウ
の
習
得
を
目
指
し
た
。

講
座
は
各
回
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
、
２
の
２
日
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
、
１
で
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
方
式
で
面
接
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
自
己
分
析
・
志
望
動

機
ワ
ー
ク
、
面
接
カ
ー
ド
作

成
な
ど
を
受
講
。
２
で
は
公

務
員
試
験
予
備
校
の
講
師
を

面
接
官
に
招
き
、
本
番
さ
な

が
ら
の
各
種
模
擬
面
接
に
臨

む
。
計
１
４
３
人
が
両
方
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
。

模
擬
面
接
で
は
、
リ
ク

ル
ー
ト
ス
ー
ツ
姿
の
学
生
が

緊
張
の
面
持
ち
で
自
己
ア

ピ
ー
ル
。
面
接
官
か
ら
細
か

な
指
導
を
受
け
る
姿
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
た
。
他
の
学

生
の
面
接
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
、
良
い
点
、
改
善

点
を
吸
収
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

ま
た
、
公
務
員
試
験
に
合

格
し
た
４
年
生
や
実
際
に
働

く
卒
業
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
う
時
間
も
あ
り
、
本

学
の
強
み
に
な
っ
て
い
る
。

学
生
た
ち
は
面
接
カ
ー
ド

の
添
削
や
試
験
対
策
、
働
き

方
な
ど
を
絶
え
ず
相
談
し
て

い
た
。

２
年
前
の
同
講
座
に
参
加

し
、
今
回
ア
ド
バ
イ
ス
役
を

務
め
た
現
役
公
務
員
の
安
村

陽
南
さ
ん
（
法
学
部
卒
）
は

「
初
め
は
面
接
カ
ー
ド
の
書

き
方
も
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、
講
座
に
参
加
し
て
自
信

を
持
っ
て
面
接
に
臨
む
こ
と

が
で
き
た
」と
話
し
て
い
る
。

学生（左）が卒業生と直接話せる
機会に

公
務
員
試
験
面
接
ワ
ー
ク
＆
実
践
講
座

１
４
３
人
が
参
加
し
開
催

就職セミナーに3412人
218企業・団体がブース設置

薬 学 部薬
学
部
の
榛
葉
繁
紀
教
授

（
学
部
長
）、
大
学
院
薬
学

研
究
科
博
士
課
程
４
年
の
石

井
宏
剛
さ
ん
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
夜
型
生
活
や
シ

フ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
不
規
則

な
生
活
が
肥
満
を
誘
導
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
。

マ
ウ
ス
を
使
っ
た
実
験
で
体

内
時
計
シ
ス
テ
ム
の
機
能
が

低
下
す
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
感
受
性
を
強
め
る
Ｆ
Ｇ
Ｆ

21
と
呼
ば
れ
る
ホ
ル
モ
ン
の

量
が
増
加
し
、
そ
の
結
果
、

脂
肪
細
胞
の
肥
大
化
が
起
こ

る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
こ

の
成
果
は
英
科
学
誌
ネ
イ

チ
ャ
ー
の
姉
妹
誌
に
２
月
３

榛
葉
教
授
ら
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

日
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
も
不
規
則
な
生

活
が
体
内
時

計
を
乱
し
、

肥
満
や
関
連

疾
患
を
引
き

起
こ
す
こ
と

が
疫
学
的
、

経
験
的
に
知

ら
れ
て
い
た

が
、
分
子
レ

ベ
ル
で
解
明

不
規
則
な
生
活
は
肥
満
促
す

お茶の水校舎で写真展

し
た
の
は
初
め
て
。「
規
則

正
し
い
生
活
の
励
行
」
に
エ

ビ
デ
ン
ス
を
与
え
る
成
果

で
、
研
究
グ
ル
ー
プ
は
「
肥

満
を
抑
制
す
る
創
薬
研
究
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
」

と
期
待
を
か
け
て
い
る
。

脂
肪
細
胞
は
膵す

い
ぞ
う臓

か
ら
分

泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
感

受
性
に
よ
っ
て
血
液
か
ら
グ

ル
コ
ー
ス
を
取
り
込
み
、
細

胞
内
で
脂
肪
に
変
換
し
蓄
積

す
る
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
こ

の
点
に
着
目
し
、
体
内
時
計

が
働
か
な
く
な
っ
た
マ
ウ
ス

を
使
い
イ
ン
ス
リ
ン
の
感
受

性
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
Ｆ
Ｇ

Ｆ
21
の
量
が
増
え
、
脂
肪
細

胞
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

一
方
、
体
内
時
計
が
正
常

に
働
い
て
い
る
マ
ウ
ス
は
Ｆ

Ｇ
Ｆ
21
が
増
え
ず
、
イ
ン
ス

リ
ン
感
受
性
の
増
加
や
脂
肪

細
胞
の
肥
大
化
が
起
こ
ら
な

か
っ
た
。

芸
術
学
研
究
科
の
留
学
生
・
陳
さ
ん
考
案

点
字
お
み
く
じ
が
お
披
露
目

榛葉教授（右）と石井さん

動画はこちら
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高
度
な
専
門
知
識
や
技
術

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明

す
る「
資
格
」。「
何
を
学
び
、

何
が
で
き
る
か
」
が
問
わ
れ

る
今
日
の
社
会
で
は
、
就
職

活
動
で
非
常
に
有
力
な″
武

器
”
に
な
っ
て
い
る
。
資
格

を
所
持
し
た
人
間
は
採
用
す

る
企
業
や
自
治
体
か
ら
み
る

と
、
一
定
の
知
識
や
技
術
レ

ベ
ル
が
担
保
で
き
る
の
で
、

有
利
に
働
く
傾
向
が
あ
る
た

め
だ
。

　

近
年
は
自
分
の
目
指
す
仕

事
や
職
業
に
就
く
た
め
に
、

学
生
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

専
門
性
が
就
職
活
動
の
武
器
に

資
格
取
得
に
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
学
生
が
増
え
て

い
る
。
ま
た
学
生
だ
け
で
な

く
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
た
め
に
新
た
な
資

格
取
得
が
人
気
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
資
格
取
得
を
支
援
す
る

教
育
機
関
は
多
い
。
本
学
も

各
学
部
で
さ
ま
ざ
ま
な
資
格

や
検
定
試
験
に
対
応
し
た

コ
ー
ス
や
授
業
科
目
、
課
外

講
座
を
多
数
設
け
、
学
生
を

全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

　

た
だ
、
資
格
と
い
っ
て
も

そ
の
取
得
方
法
は
さ
ま
ざ
ま

あ
る
。
例
え
ば
、
図
書
館
司

書
や
食
品
衛
生
管
理
者
な
ど

は
特
定
の
科
目
を
履
修
し
単

位
を
修
得
し
た
り
所
定
の
課

程
を
修
め
た
り
す
る
こ
と

で
、
卒
業
と
同
時
に
資
格
が

取
得
で
き
る
。

　

一
方
、
必
要
な
科
目
を
履

修
、
単
位
修
得
す
る
と
、
受

験
資
格
が
得
ら
れ
る
資
格
も

あ
り
、
１
級
建
築
士
や
防
災

士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
は
こ

れ
に
当
た
る
。
ま
た
、
技
術

士
や
１
級
・
２
級
土
木
施
工

管
理
技
士
は
卒
業
後
、
所
定

の
実
務
経
験
を
経
る
こ
と
で

初
め
て
受
験
資
格
が
得
ら
れ

る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
国
家
・
地

方
公
務
員
、
消
防
士
、
警
察

官
と
い
っ
た
公
務
員
関
係

や
、
裁
判
官
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
と
い
っ
た
法
律
関

係
、
公
認
会
計
士
、
中
小
企

業
診
断
士
な
ど
商
業
関
係
は

国
家
試
験
・
採
用
試
験
に
合

格
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
費
用
を
一
部
負
担

資
格
取
得
支
援
の
具
体
例

を
経
済
学
部
で
見
て
み
よ

う
。
同
学
部
は
公
認
会
計
士

や
税
理
士
、
国
家
公
務
員
、

証
券
外
務
員
、
宅
地
建
物
取

引
士
等
42
の
資
格
取
得
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

就
職
担
当
の
米
澤
聡
士
教

授
（
＝
写
真
下
）
は
「
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
就
職
に
対
す

る
不
安
感
か
ら
資
格
を
取
得

し
て
お
け
ば
有
利
に
な
る
と

い
う
意
識
を
持
つ
学
生
が
増

え
て
い
る
」
と
分
析
し
た
上

で
「
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
強
力
な
三
つ
の
支
援
策
を

用
意
し
て
い
る
」
と
語
る
。

ま
ず
一
つ
目
が
多
彩
な
課

外
講
座
。
大
学
の
教
室
で
受

講
す
る
学
内
講
座
２
講
座

と
、
提
携
し
て
い
る
専
門
学

校
等
で
受
講
す
る
学
外
講
座

５
講
座
を
展
開
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
ス
キ
ル
を

取
得
で
き
る
学
内
講
座
の

「
日
商
簿
記
検
定
２
級
合
格

対
策
講
座
」
は
人
気
が
高

く
、
今
年
度
は
５
年
前
の
５

倍
近
い
２
５
８
人
が
受
講
し

て
い
る
と
い
う
。

公
認
会
計
士
や
税
理
士
を

目
指
す
学
外
講
座
は
書
類
等

に
よ
る
選
考
で
受
講
者
を
選

抜
す
る
。各
講
座
共
に
費
用

の
一
部
を
大
学
が
負
担
す

る
。二

つ
目
は
同
学
部
の
卒
業

生
で
組
織
す
る
校
友
会
協
力

の
下
、
設
け
ら
れ
た
資
格
取

得
奨
励
金
制
度
。
年
度
初
め

に
資
格
取
得
の
目
標
を
定

め
、
学
業
と
の
両
立
を
図
る

こ
と
で
自
主
創
造
型
人
材
の

育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

各
種
資
格
取
得
者
お
よ
び
国

家
公
務
員
等
合
格
者
に
対
し

て
は
、
資
格
の
難
度
に
応
じ

て
１
万
～
10
万
円
が
支
給
さ

れ
、
米
澤
教
授
は
「
学
生
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
」
と

話
す
。

◆
自
習
室
の
提
供
も

　

三
つ
目
が
公
認
会
計
士
や

税
理
士
、国
家
公
務
員
総
合

職
な
ど
難
関
の
国
家
資
格
を

目
指
す
学
生
の
た
め
の
自
習

室「
国
家
試
験
受
験
準
備
室
」

の
提
供
。集
中
し
て
学
習
で

き
る
自
分
専
用
の
学
習
環
境

を
完
備
し
、同
準
備
室
を
経

て
資
格
を
取
得
し
た
卒
業
生

を
招
い
て
、勉
強
法
や
心
構

え
を
学
ぶ
機
会
も
設
け
て
い

る
。　

　

水
道
橋
駅
近
く
の
経
済
学

部
の
周
り
に
は
難
関
国
家
試

験
の
た
め
の
専
門
学
校
も
多

く
、
学
生
の
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー

ル
を
後
押
し
す
る
狙
い
も
あ

る
。
リ
ポ
ー
ト
試
験
と
面
接

で
目
的
意
識
や
動
機
を
問

い
、
利
用
者
を
決
め
て
い
る

と
い
う
。

　

米
澤
教
授
は
「
就
職
に
当

た
っ
て
ガ
ク
チ
カ
（
学
生
時

代
に
力
を
入
れ
た
こ
と
）
が

部
活
や
ア
ル
バ
イ
ト
だ
け
で

は
通
用
し
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
今
後
と
も
学
生
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
資
格
取
得
の

サ
ポ
ー
ト
を
柔
軟
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

●
資
格
取
得
支
援

大
学
用
語

辞
典

生物資源科学部の
「骨の博物館」（＝写
真）が、このほど神
奈川県教育委員会よ
り登録博物館に指定
された。神奈川県内
の大学博物館として
初の登録となる。登録博物館は、博物館法に基づき
教育・学術・文化の発展に寄与すると認められた施
設を都道府県教育委員会が指定する。

同博物館は令和元年にリニューアルオープンし、
「骨の多様性と進化」をテーマに、哺乳類、鳥類、爬

は ち ゅ う

虫
類、魚類などの骨格標本を展示。学部の教育・研究
活動だけでなく、一般にも公開、生涯学習の場を提
供している。

登録を機に、標本の収集や展示内容の充実、小中
学生向けセミナーなど多様な教育プログラムの拡
充、地域連携の強化などを目指す。内山寛館長は「今
後も地域社会に開かれた博物館として、皆さまに愛
される施設を目指したい」と話している。

生物資源科学部

神奈川県内大学初の登録博物館に
「骨の博物館」

吉
田
恵
里
香
さ
ん
に
決
定

　

芸
術
学
部
は
４
月
８
日
、

江
古
田
校
舎
大
ホ
ー
ル
で
開

い
た
新
入
生
歓
迎
式
で
、
第

19
回
日
藝
賞
を
脚
本
家
、
小

説
家
の
吉
田
恵
里
香
さ

ん
（
平
成
22
年
文
芸
学

科
卒
）
に
授
与
す
る
と

発
表
し
た
。
約
９
０
０

人
の
新
入
生
を
前
に
、

川
上
央
学
部
長
か
ら
賞

状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
賞

金
の
ほ
か
日
藝
ブ
ラ
ン

ド
の
広
報
を
担
う
日
藝

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
委
任

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

受
賞
の
あ
い
さ
つ
で
吉
田

さ
ん
は
、
日
藝
賞
は
自
身
が

１
年
生
の
時
に
始
ま
り
、
三

谷
幸
喜
氏
の
講
演
も
聞
い
た

と
し
、「
い
つ
か
は
取
り
た

い
と
い
う
思
い
で
こ
こ
ま
で

頑
張
っ
て
き
た
。
光
栄
に
思

い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
新
入
生
に
対
し

「
大
学
は
自
分
の
強
い
軸
を

作
る
場
所
。
そ
れ
は
学
業
で

も
サ
ー
ク
ル
で
も
遊
び
で
も

何
で
も
い
い
。
一
個
の
軸
を

大
事
に
し
て
い
く
と
雪
だ
る

ま
の
よ
う
に
自
分
の
自
信
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
自
分
の

軸
を
忘
れ
ず
に
時
間
を
大
切

に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
だ
け
で
な
く
ア
ニ
メ
、

配
信
ド
ラ
マ
な
ど
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
脚
本
を
手
が
け

る
。
代
表
作
は
「
恋
せ
ぬ
ふ

た
り
」（
向
田
邦
子
賞
）、「
君

の
花
に
な
る
」。
昨
年
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
虎
に
翼
」
で
注
目
を
浴

び
た
。

　

日
藝
賞
は
日
藝
の
名
声
を

著
し
く
高
め
、
そ
の
業
績
が

社
会
に
貢
献
し
、
芸
術
を
志

す
学
生
に
夢
を
与
え
る
人
物

に
贈
ら
れ
る
。
在
学
生
や
教

職
員
、
校
友
会
会
員
ら
に
よ

る
投
票
を
基
に
受
賞
者
を
決

定
す
る
。

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
虎
に
翼
」で
脚
光

第19回日藝賞

受賞者の吉田さん（右）と川上学部長

令
和
６
年
度
の
医
師
や
薬

剤
師
な
ど
国
家
試
験
の
合
格

者
が
発
表
さ
れ
た
。
本
学
の

医
師
の
合
格
率
は
92
・
４
％

で
全
国
平
均（
92
・
３
％
）
を

わ
ず
か
な
が
ら
上
回
っ
た
。

［
医
師
］

医
学
部
か
ら
１
１
８
人
が

受
験
し
、１
０
９
人
が
合
格

し
た
。合
格
率
は
全
82
校
中

56
位
、31
私
大
中
19
位
だ
っ

た
。全

国
の
受
験
者
は
１
万
２

８
２
人
、
合
格
者
は
９
４
８

６
人
、合
格
率
92
・
３
％
（
昨

年
度
は
92
・
４
％
）。

［
歯
科
医
師
］

歯
学
部
か
ら
１
６
９
人
が

受
験
し
、
１
０
６
人
が
合

格
。
合
格
率
は
62
・
７
％

（
57
・
２
％
）。

松
戸
歯
学
部
か
ら
は
１
６

３
人
が
受
験
し
、
77
人
が
合

格
。
合
格
率
は
47
・
２
％

（
58
・
５
％
）。

全
国
の
受
験
者
は
３
０
３

９
人
、
合
格
者
は
２
１
３
６

人
、
合
格
率
は
70
・
３
％

（
66
・
１
％
）。

［
薬
剤
師
］

薬
学
部
か
ら
３
０
０
人
が

受
験
し
、
２
１
５
人
が
合

格
。
合
格
率
は
71
・
７
％

（
69
・
６
％
）。

全
国
の
受
験
者
は
１
万
３

３
１
０
人
、
合
格
者
９
１
６

４
人
、
合
格
率
68
・
９
％

（
68
・
４
％
）。

［
獣
医
師
］

生
物
資
源
科
学
部
か
ら
新

卒
者
１
２
６
人
が
受
験
し
、

96
人
が
合
格
し
た
。
合
格
率

は
76
・
２
％
（
86
・
０
％
）。

全
国
の
受
験
者
は
１
４
４

０
人
、
合
格
者
１
０
３
６

人
、
合
格
率
71
・
９
％

（
72
・
７
％
）。

［
看
護
師
］

医
学
部
付
属
看
護
専
門
学

校
か
ら
80
人
が
受
験
し
、
75

人
が
合
格
。
合
格
率
は
93
・

８
％
（
86
・
８
％
）。

全
国
の
受
験
者
は
６
万
３

１
３
１
人
、
合
格
者
５
万
６

９
０
６
人
、
合
格
率
は
90
・

１
％
（
87
・
８
％
）。

［
歯
科
衛
生
士
］

松
戸
歯
学
部
付
属
歯
科
衛

生
専
門
学
校
か
ら
40
人
が
受

験
し
、37
人
が
合
格
し
た
。合

格
率
は
92
・
５
％
（
96
・

１
％
）。

歯
学
部
付
属
歯
科
衛
生
専

門
学
校
は
４
年
度
（
１
年

間
）
の
募
集
を
停
止
し
た
た

め
、
６
年
度
の
新
卒
受
験
者

は
い
な
か
っ
た
。

全
国
の
受
験
者
は
８
０
２

６
人
、合
格
者
７
３
０
０
人
、

合
格
率
91
・
０
％（
92
・

４
％
）。

［
歯
科
技
工
士
］

歯
学
部
付
属
歯
科
技
工
専

門
学
校
か
ら
12
人
が
受
験

し
、７
人
が
合
格
し
た
。合
格

率
は
58
・
３
％（
86
・
７
％
）。

全
国
の
受
験
者
は
７
３
３

人
、
合
格
者
６
８
４
人
、
合

格
率
93
・
３
％（
95
・
７
％
）。

［
臨
床
工
学
技
士
］

工
学
部
か
ら
新
卒
者
27
人

が
受
験
し
、14
人
が
合
格
。合

格
率
は
51
・
９
％（
48
・
７
％
）。

全
国
の
受
験
者
は
２
５
９

８
人
、
合
格
者
２
０
４
９

人
、
合
格
率
78
・
９
％

（
79
・
５
％
）。

国
家
試
験
合
格
発
表

危機管理学部危
機
管
理
学
部
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
減
災
教
育
普
及
協
会
、

神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部
総

合
歯
学
教
育
学
講
座
、
一
般

社
団
法
人
Ａ
Ｒ
防
災
と
連
携

し
、
地
震
な
ど
災
害
時
の
避

難
訓
練
を
抜
本
的
に
刷
新
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
４
者
は
、
１
月
14

日
に
三
軒
茶
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

で
包
括
連
携

協
定
を
結
ん

だ
。
全
国
の

教
育
・
保
育

施
設
向
け
に

実
践
効
果
の

高
い
避
難
訓

練
法
を
確
立

し
、
大
災
害

時
の
被
害
軽

減
を
目
指
す
。

取
り
ま
と

め
役
の
同
学

部
の
秦
康
範

教
授
は
「
３

年
後
を
め
ど
に
標
準
的
な
避

難
訓
練
法
を
作
り
上
げ
、
日

本
の
防
災
教
育
全
体
の
底
上

げ
を
図
り
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

ま
ず
令
和
７
年
度
か
ら
本

学
認
定
こ
ど
も
園
と
佐
野
日

大
高
校
を
モ
デ
ル
校
と
し

て
、
避
難
訓
練
や
指
導
の
教

育
効
果
に
つ
い
て
の
エ
ビ
デ

ン
ス
を
継
続
的
に
蓄
積
。
同

時
に
教
育
・
保
育
者
向
け
の

指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
も
整

備
し
、
全
国
に
普
及
展
開
す

る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

学
校
な
ど
が
実
施
し
て
い

る
避
難
訓
練
法
の
多
く
は
30

年
以
上
進
化
し
て
お
ら
ず
、

し
か
も
実
際
の
災
害
発
生
時

を
想
定
し
て
い
な
い
た
め
、

か
え
っ
て
危
険
性
を
高
め
か

ね
な
い
と
い
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地

震
や
水
害
な
ど
が
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
伴
っ
て
疑
似
体
験

が
で
き
る
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
／
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）

ア
プ
リ
を
活
用
す
る
ほ
か
、

地
震
体
験
マ
ッ
ト
、
紙
芝
居

な
ど
災
害
の
実
態
に
合
わ
せ

た
ツ
ー
ル
を
使
い
、
子
ど
も

ら
が
興
味
を
持
っ
て
学
べ
る

よ
う
に
す
る
。

秦
教
授
は
「
子
ど
も
た
ち

に
危
険
予
知
力
と
危
険
回
避

能
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い

た
い
。
大
災
害
は
い
つ
来
る

の
か
分
か
ら
な
い
の
で
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
」
と
語
っ
た
。

避
難
訓
練
を
抜
本
刷
新

包括連携協定を結んだ４者。中央が危機管理
学部の福田充学部長、右隣が秦康範教授

教
育・保
育
施
設
向
け 

産
学
連
携
が
始
動
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日本大学には学生それぞれの興味に応じて選択できるゼミナールや研究室が多数あります。
本コーナーでは、学生たちの活動をクローズアップします。

文理学部

桜んぼ塾 
理工学部

都市計画研究室（泉山ゼミ） 

都市計画研究室（泉山ゼミ）は都市計画の中でも特に都市デザインに着目し、
研究と実践を両輪とした研究を行っている。建築学科は３年次の後期からゼミ
に所属するため、現在の構成は４年生16人、大学院生19人、研究生２人となって
いる。指導に当たる泉山塁威准教授の研究テーマは都市デザインやウォーカブ
ルシティ、エリアマネジメントなど、都市計画に関わる広範に及ぶ。同准教授は「都
市計画は多数の関係者と協力しながら解決策を見つける仕事。ゼミ活動はプロ
ジェクトマネジメントの実践であり、将来につながる練習」と、即戦力となる人材
の育成を目指している。

◇国内から世界まで多岐にわたる研究内容

泉山ゼミでは①都市再生／中心市街地再生／ウォーカブルシティ②都市・商
業地の人のアクティビティ③パブリックスペースの理念および実践論④パブリッ
クスペースマネジメント（制度・仕組み）⑤エリアマネジメント—という五つのキー
ワードに沿って学生がテーマを考え、研究に挑む。

ウォーカブルシティとは国土交通省などが推進するコンセプトで、車から人
への転換、歩いて楽しめる魅力あるまちづくりを目指す。同ゼミでは秋葉原や
中野駅の南口周辺で実施される歩行者天国に協力して、毎年複数の研究プロ
ジェクトを行っている。佐藤陸さん（４年）は駐車場の役割に着目。「駅から離れ

た場所に駐車し、歩いて
商業施設や観光地に向か
うシステムの構築を検証
したい」と話す。また深津
壮さん（大学院２年）は、
持続的な街を維持するた
めのエリアマネジメント
に関心を持ち、シンガポー
ルで 先行事例 の 調査 を
行った。吉田明斗さん（大
学院１年）と吉岡知輝さん

（同）、柚﨑廉太郎さん（４年）は共に「建築設計の勉強を進めるうちに、人や街
の機能に興味が広がった」と話し、それぞれの視点で研究に取り組んでいる。

一方、商業地の人のアクティビティに注目したのが細矢瑞稀さん（大学院１年）。
「昨年はお茶の水アートピクニックなど都内のマルシェを取り上げたので、今

年は海外に目を向けたい」と張り切る。ほかにも鉄道高架下の利活用から宇都
宮、秋葉原までプロジェクトなど研究内容は多様。ゼネコンや都市計画系のコ
ンサルタントなどそれぞれの目標を視野に入れ研鑽

さ ん

に励んでいる。

◇研究成果を還元して地域に貢献

研究段階から地域のまちづくり団体や行政、企業と直接関わり、社会実験とし
て行われることも多い。各プロジェクトの成果は学生の論文として学会で発表
されるほか、報告書を作成して地域に還元される。学生にとって成功体験にな
り、将来につながる自信になるだけでなく、地域社会には次のアクションを取る
ための貴重な実績になる。泉山准教授は「これからの都市開発やまちづくりは、
縮小社会に向かう未経験のもの。常に問題を把握し、都市や街に対して解決策
を提案できるようになってほしい」と学生への期待を語った。

2006年に設立されたボランティアサークル「桜んぼ塾」は文理学部の中でも
ユニークな存在だ。児童福祉施設やひとり親家庭、不登校など、さまざまな背
景を持つ子どもが、安心して過ごせる「居場所」をキャンパス内に提供。プリン
トによる学習支援活動を中心にゲームや遊びの相手もするほか、手作りおにぎ
りでもてなしたりもする。一人の子どもに向き合う学生は5〜6人ほどの班で構
成され、毎活動時には2〜3人ほど参加。お兄さん、お姉さんのアットホームで
手厚い対応に、保護者や自治体からは感謝の声が届く。学生にとっても特性あ
る子どもとの時間は貴重な経験となっているようだ。

◇楽しいおにぎりタイム

毎週金曜日午後５時45分。大学キャンパスでは普段見掛けない小学生、
中学生が文理学部正門前に集合する。近隣から電車や自転車で週に１度の
通学。笑顔の大学生に出迎えられ、１号館３階に向かった。

5月16日に出席した子どもは小学
生７人に中学生４人。１週間の出
来事などを楽しく話した後、午後６
時から勉強開始。先週末に子ども自
身が勉強したい中身を書いた学習
計画表を基に、学生がキャラクター
やイラスト入りの学習プリントを準
備していた。学生一人が３枚ほど
作るため、９枚のプリントが用意さ
れることも。国数英社理の勉強だけ
でなく、なぞなぞやぬり絵、音楽などの「お楽しみプリント」もあり、時間はあっ
という間に。

７時前にはおにぎりが到着。学生が学部食堂の一角を借り、５時に10合炊
いた。今日の具材は赤しそ、さけ、わかめの３種。小学6年の女子は「桜んぼ
塾はお姉さんたちと話している時が楽しい！おにぎりは昆布が好き。いつも３
個くらい食べちゃいます」と目を輝かせた。

◇広く手を差し伸べる塾に

現在活動している学生は4年生３人、３年生16人、２年生27人の46人。毎
週金曜日のほか、地域の自治体のお祭りやハロウィーン、餅つき大会などの季
節イベントにもボランティアで参加。もぐらたたきや輪投げ、ボウリングなど
のゲームを運営し、地域の子どもたちとのふれあい活動を行っている。

教員を目指す前年度塾長の岡川惠美子さん（国文学科4年）は「お子さんあっ
ての桜んぼ塾。一人一人の個性にどう向き合っていくか考えています。勉強が
嫌いだったけれど、塾のおかげで楽しくなったという声を聞くとやりがいを感
じます」と手応えを示す。

今年度塾長の山
さ ん ぽ

保陽菜さん（哲学科３年）は「元々子どもが好きで、子ども
と関わる仕事に就けたらと思っています。支援を必要としている子どもに、よ
り広く手を差し伸べていける塾にしたいと思います」と抱負を語る。副塾長の
田淵このはさん（教育学科３年）は「教員志望ですが、塾での活動はこれから
働いていく上で大切な経験になると思います。お子さんに適した対応の仕方を、
私たちが学び続けるという姿勢を大事にしていきたい」と話している。

イラスト入り手作りプリントで
さまざまな背景持つ子どもに学習支援

地域や企業と連携した研究で
社会に貢献しながら実践力を磨く

マーケットストリート社会実験2024 in 秋葉原ジャンク通り／通り
に椅子やテーブルを置き、歩いて楽しめるくつろぎの空間を創出

0102

地域のイベントにも参加
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しんかい・ひろみ

平成6年法政大経済学部卒。13年本学大学院経済学研
究科博士後期課程満期退学。本学経済学部助手、専任
講師を経て25年4月から現職。日本貿易学会、日本農業経
済学会など所属。

おだ・まさき

東京外語大卒。慶応大経済学研究科前期博士課程修了、
法政大政策創造研究科博士後期課程単位取得。三菱
UFJリサーチ＆コンサルティング主任研究員、内閣官房国
家戦略室企画調整官、環太平洋大准教授などを経て令和
２年4月から現職。

コメ不足は解消されるか

トランプ関税

現存する事実上の生産調整
25年産コメ供給で需給ギャップ解消へ

貿易赤字は米国民の選択結果
時代に逆行する政策は撤回へ

 

新海 宏美 准教授

小田 正規 准教授

2023年産はインバウンド消費で上振れた705万㌧
の需要に対し、猛暑で供給量は661万㌧に低下。見通
しが大幅に狂い、需給ギャップは44万㌧に拡大しま
した。これはスーパーの販売量の２カ月分弱との試
算もあります。これが24年夏以降の高騰要因です。

備蓄米の放出に政府が踏み切ったのは３月。当初
の入札では全農が９割を占め多様な流通経路に対応
せず迅速な効果は出にくくなっています。入札では現
在の高騰したコメ価格が反映され、低価格にはなり
ません。ミニマムアクセス（MA）米※、年間77万㌧のう
ち約半分がアメリカ産であり、一部は SBS（売買同時
契約）により主食用米として流通しているものの、主
に加工食品や飼料米に使用されています。

今後の見通しは、24年産と備蓄米放出で需給ギャッ
プはある程度縮小、25年産の出来が供給見通し通り
ならば価格は落ち着くでしょう。備蓄米が随意契約
になれば、価格を抑えることも可能です。全体的な食
料品価格の上昇の範囲内に収まれば適正な水準と
言えるのでは。安定したコメの価格と量の確保は食
料安全保障の観点からも重要です。飼料米などを主
食用米へ柔軟に変えられるような仕組みと相対取引
価格に依らず適正な価格が形成される自由な市場が
求められているのではないでしょうか。（５月16日取材）

の常識。上げるのは協定違反です。米国は国内法と
国際法が対立したときは国内法を優先するなど、貿
易相手国に不公正があれば対抗措置を取ってきまし
た。ただ、貿易赤字は経済の一事象に過ぎません。
米国はGAFAM（Google、Appleなど）を筆頭にITサ
ービスを全世界に売り、その部門では完全に黒字で
す。それらの全体が国の経済であり、貿易分野のみ
の赤字、黒字は意味がないのです。日本は中東から
石油を買い赤字ですが、だからと言って中東に不公
平だと言いますか。

米国のサービス産業はGDPの８割を占めています。
高学歴で所得の高い米国の労働者は、今も工場で
働きたいのでしょうか。米製造業が斜陽になり対中
赤字が膨らんだのは中国に負けたのではなく、米国
の労働者が製造業で働くより、儲かるGAFAMなど
で働きたいと選んだ結果なのです。最先端の国は安
く作れる国に製造を任せるのは当然のことです。

トランプ氏は「Make America Great Again」を唱
えて当選したので果敢に高関税をかけざるを得ませ
んが、時代に逆行し、インフレなどで米消費者の不
利益につながるため長続きしないでしょう。かなり
の部分は撤回されると思います。戦争をしないため
世界が何十年も努力して下げてきた関税を経済活
動の一部である貿易だけを取り出して不公平という
のは理に合わないのです。

コメの価格高騰が止まらない。昨年夏、スーパー
の棚から忽

こ つ ぜ ん

然と消えたコメは流通ラインに復帰し
たものの、その価格は約２倍に高止まりしたままだ。
備蓄米効果も限定される中、高騰の背景と今後の見
通しについて経済学部の新海宏美准教授に聞いた。

コメの価格高騰の要因の一つは経済学でいうとこ
ろのコメの「需要の価格弾力性の低さ」にあります。
商品は価格が上がれば購入を控え、安くなれば購買
意欲が高まります。ただ、コメは必需性が高いので
高くても必要だし、低くなっても保存性と胃袋の限界
で需要は伸びません。コメの消費は減少傾向にある
といっても総カロリーの20％を占め、その必需性か
ら少しでも足りないとなれば価格は急騰します。

その意味で需給バランスが重要ですが、ここに構
造的問題があります。誤解されている方が多いので
すが、コメ価格を維持するため政府の介入による実
質的な生産調整はいまだ存在しているのです。

毎年11月ごろ、政府は一人当たりの消費量と人口
から需要見通しと在庫を考慮した供給見通しを算出、
その指標に合わせて東京や大阪などを除いた各道
府県に生産量の枠を提示。主食用米以外の作物を
生産する際の助成金配分があるので、道府県、市町
村、生産者はこの枠でコメの生産量を決めています。

国際秩序が揺らいでいる。その原因の一つが、
トランプ米大統領が各国に挑む高関税政策だ。国
際経済を根底から揺さぶる暴挙は世界をどう変容
するのか。政府で貿易交渉にも携わった国際関係
学部の小田正規准教授に今後の展望を聞いた。

なぜ WTO（世界貿易機関）や前身の GATT（関税貿
易一般協定）が貿易の自由化を進めてきたかというと、
仲良くない国の商品に高い関税をかけるブロック経
済の進展が第２次大戦の誘因となったという苦い
経験があります。1944年、連合国は戦後秩序形成の
ため三つの組織を考えました。自国の為替が安くな
ると発展途上国は輸入が困難になるので通貨の番
人としての IMF（国際通貨基金）、疲弊した欧州や途
上国の支援を促す世界銀行、そして戦争を回避する
ため、段階的に関税を引き下げていこうという協定
GATT です。95年に国際機関 WTO に昇格しました。
地上戦が行われた欧州は域内の関税をゼロにする
EU 統合へと舵

かじ

を切りました。今トランプ政権がやろ
うとしているのは「戦争をしたい環境でもつくりたい
のか」と言っても過言ではありません。

一回下げた関税は上げられないというのが WTO

横たわる構造問題

関税引き下げは戦争の教訓

適正価格形成に向けた市場を

国内法を優先する米国

経済学部経済学科

国際関係学部
国際総合政策学科

※ミニマムアクセス米＝日本が海外から最低限輸入しなければならない米のこと

保護者に役立つミニ講義
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いぐち・ふみただ

平成9年東北大工学部卒。11年同大大学院工学研究科
機械知能工学専攻修士課程修了。三菱重工業などを経て
令和3年本学工学部准教授、5年より現職。

よねなが・かずみち

平成18年鹿児島大歯学部、25年東海大医学部卒。27年東京大
医学部付属病院顎口腔外科・歯科矯正歯科助教、本学歯学部兼
任講師などを経て令和６年から現職。博士（医学）。日本口腔ケア学
会口腔ケアアンバサダー委員会委員長、日本内科学会認定内科
医、日本専門医機構認定総合診療専門医/専門研修指導医など。

リチウムイオン二次電池は携帯型電子機器や EV
（電気自動車）のバッテリーとして急速に普及した。

一方、電池の発火が原因となった事故も起きている。
安全に使うにはどうしたらよいのか。工学部機械工
学科の井口史匡教授に聞いた。

リチウムイオン二次電池は、実用化された充電で
きる電池（二次電池）として最も優れた性能を持ち、ス
マートフォンなどの電子機器や EV、ドローンの普及
だけでなく、「空飛ぶクルマ」の開発にも貢献してい
ます。また太陽電池など再生可能エネルギーを貯め
る蓄電池にも使われる、今の社会に必須の存在です。

しかし、身近な乾電池と異なり、安全上のリスクが
あることも忘れてはいけません。電池の構造はボル
タによる発明以来、正極、液体電解質、負極という基
本構造を持ち、それぞれの材料により電池の性能が
決まります。リチウムイオンを利用することで高電圧、
高容量の電池が作れますが、そのためには有機溶媒
にリチウム塩を溶かした液体電解質を用いることが
必要です。高温にさらされると、この液体電解質が可
燃性ガスを生成し、発火の原因となるため、現在のリ
チウムイオン二次電池は乾電池などと比べ燃えやす
い性質を持つといえます。

安全性を高めた半固体電池や全固体電池などの

高齢化に伴い、誤
ご え ん

嚥性肺炎が増加している。特に
75歳以上に多く、肺炎に占める割合は80歳代なら８
割、90歳代なら９割とされる報告もあり、肺炎死の
大きな原因だ。防ぐにはどうしたらよいのか、歯学部
で摂食機能療法を研究する米永一理教授に聞いた。

食べ物や唾液が器官に入ることで肺に炎症を起こ
す誤嚥性肺炎は、嚥

え ん げ

下機能や咳反射が低下した高齢
者や認知症患者などに多く見られます。原因は、食
べ物による誤嚥が約４割、唾液や口腔内の汚れが約
４割、残る２割が逆流性食道炎です。特に夜間の不
顕性誤嚥は気付きにくく、重症化のリスクがあります。
家族・介護者は、高齢者の咳や「むせ」などの変化に
気付いたら早めに医療機関の受診を促しましょう。
誤嚥はQOL（生活の質）にも関わる重要なサインです。

食べ物を飲み込むときに大事なのが舌の力（舌圧）
です。40歳代から筋力の衰えとともに舌圧も下がり、
嚥下機能が衰えることで誤嚥性肺炎のリスクが高ま
ります。

また、最近は多種の薬を服用しているために副作
用を起こすポリファーマシーも指摘されています。
高齢者の服用が多い催眠誘発剤や抗うつ剤の中に
は、口腔内の乾燥や嚥下機能を低下させる成分が
含まれることがあるためです。

リチウムイオン電池火災

誤嚥性肺炎を防ぐには？

モバイル機器の利便性を生かすために
リスクを正しく把握した使い方を

正しく知って日常的な予防を
「食べる」ことへのトータルな視点が大切

　

井口 史匡 教授

米永 一理 教授

開発も進んでいますが、十分に普及するまではこの
リスクと向き合い、使い続ける必要があります。

燃えやすい性質だからといって必ず燃えるわけで
はありません。ほとんどの電池には、過充電などを
防ぐための保護回路が内蔵されており、普段は安
全に使えます。

ただ使い方によって、このリスクは高まることも覚
えておいてください。高温にさらされる原因は、過
充電、過放電に加え落下など破損によるショート、さ
らに直射日光などさまざまです。できるだけ落とさ
ない、充電器に付けっぱなしにしない、直射日光の
当たる車内に放置しないなど気を付けること、でき
ることはたくさんあります。もちろん、電池パックが
膨れたまま使うのはご法度です。

最近話題になることが多いゴミに混じった電池に
よる発火事故も、燃えやすい性質が原因です。自治
体のルールを守り、正しく処理をする必要がありま
す。その一方でリチウムイオン二次電池は何にでも
内蔵され、分かりにくいのも事実です。それは、設
計者側がもっと工夫すべき課題でもあります。

リスクはありますが、高性能なリチウムイオン二
次電池。上手な付き合い方を心がけ、安全で快適
な生活を送りましょう。

誤嚥性肺炎の予防および治療に重要なのが口腔
ケアです。定期歯科受診で変化しやすい口腔環境を
チェックし、専門的ケアを受けましょう。口腔機能を
維持するために若い時からできることは舌圧を維持
すること。握力や歩行能力の衰えを感じたら舌圧低
下のサインです。維持するためには、「しゃべる」「歌う」
といった行為を日常的に楽しむのも効果的です。

日常的な口腔ケアの基本は、義歯も含めた日々の
洗浄です。高齢になると自浄作用が低下し、口腔内
に細菌が繁殖しやすくなるので、清浄は誤嚥性肺炎
の予防と悪化防止に直結します。口腔ケアには、口
の中をきれいにする（器質的口腔ケア）だけではなく、
口腔リハビリテーション（機能的口腔ケア）の役割も
あります。理想的には毎食後３回ですが、負担が大
きい場合は最低限一日１回、隅々までケアしましょう。

誤嚥性肺炎予防のためには、食事の際に適切な
姿勢を保つ工夫や、飲み込みやすく、しかもおいし
い食事の提供といった生活全般のケアも大切です。
歯学部の摂食機能療法学講座は、「食べる」を支え
る先進的な医療の一環として、医療と市民（住民）、
市場（産業）、市政（行政）との連携である「医市連携」
を重視し、人生120年時代ともいわれる健康寿命を
全うするため、多様な取り組みを推進しています。

今の社会に必須の高性能二次電池

高齢化による増加とその背景

リスクを抑える使い方を心がけよう

「食べる」を丸ごとケアする視点が大切

工学部機械工学科

       歯学部歯学科

保護者に役立つミニ講義
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　本格的に日本の下水道整備が始まったのは昭和20年代か

ら。特に45年ごろから高度経済成長による河川の水質汚染が

深刻化したことを受けて加速し、毎年約1.5％ずつ伸び続けま

した。工事量のピークは平成10年ごろで、現在は93.3％に普及

しています。下水道管の耐用年数は50年で、現在耐用年数を

超えているのは全体の約6％。今後20年で約40％に達する見

込みです（下図参照）。27年の下水道法改正により維持修繕基

準が創設され、管理者は５年に１回以上の頻度で腐食の恐れ

の大きい下水道管の点検が義務付けられました。これを機に

本格的な予防保全の段階に入ったといえます。

　下水道管が破損すると路面下の土砂と地下水が流れ込み、

空洞を発生させます。破損の原因で多いのが硫化水素による

管の腐食です。下水道管を流れる下水中の有機物は、微生物

により硫化水素に変換されます。それが空気中に放出され、別

の微生物によって硫酸になり管内に付着してコンクリートと鉄

筋を溶かします。特に流れが滞留した後に続いて段差がある

場所では、下水が攪
か く は ん

拌され硫化水素が発生しやすくなります。

硫化水素の元になる有機物（硫黄化合物）は水道水や食品に

も含まれるため、根本から除去することは不可能。陥没事故を

防ぐには点検と修繕を強化するしかありません。

　点検や修繕を行うには、まずどの辺りの地域の管が破損しそ

うかを事前に調べる必要があります。これは破損のリスクの高

い場所のマッピングです。下水道管の落差のある場所、交通量

が多い場所は車の振動の影響も受け破損が進みやすくなりま

す。また病院や処理場の近くなど破損した場合の影響が大き

い場所もチェックし、点検を行う必要がある場所を可視化しま

す。次は破損箇所の特定ですが、例えば破損が予想される地

域の下水の温度変化と流量を測定する方法があります。降雨

後に水温の低下や流量の増加があれば、地下水が流れ込んで

いる証拠。細かく調査することで破損場所を推定できます。最

後はテレビカメラや人間の目で確認します。

　こうした手法と調査データの電子化等により点検作業の効率

化が進み、陥没事故は平成27年当時、年間約3300件あったも

のが現在では2600件まで減少しています。
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生産工学部土木工学科

森
も り た

田 弘
ひ ろ あ き

昭 特任教授
昭和56年東北大工学部卒。58年同大大学院工学研究科土木工学専攻修
士課程修了。建設省ほかを経て平成27年より本学生産工学部教授。埼玉県
八潮市で発生した道路陥没事故では、同県が設置した復旧工法検討委員会
の委員長を務めている。

Q下水道の整備や維持修繕は
どのような状況にありますか。

下水道管の損傷に対して
どんな対策が取られていますか？Q

これからの縮小社会に向けて
どう対応すればよいでしょうか？Q

スペシャリスト
に聞く!

　八潮市の陥没現場は下水道の複線化を行うため復旧工事に

5〜7年かかると報告されています。過去最大規模の事故という

こともありますが、事故後の修復には大きなコストがかかるこ

とが予見されます。計画的な点検により損傷が発見できれば、

適切な修繕や改築を行うことができます。都市部では交通量

やガス管など他の地下埋設物が多く、道路を掘れません。道路

を掘らずに管の内側に新たなプラスチックの管を作る「更生工

法」で修繕することが可能で、環境や生活に与える影響も少な

くて済みます。

　今後、インフラの修繕が必要になるのは下水道だけではあり

ません。少子化による人口減少が進む中、全ての設備を現状通

り維持するのは現実的ではありません。下水道にしても利用効

率の低い場所や維持管理の難しい地域はむしろ廃管し、浄化槽

に転換した方が良い場合もあ

ります。長期的なまちづくり

の視点に基づいて、地域住民

みんなが本当に必要なインフ

ラが何かを考え、取捨選択す

ることが求められるでしょう。

キーワード

硫化水素 まちづくり予防保全

日大の
「今」を
伝えます。

 熱または光で硬化する素材を含ませたプラスチック製の連続パイ
プを既設管内に引き込み、水圧や空気圧または蒸気圧で拡張・圧着
させた後、硬化や冷却固化することで新たな管を構築する工法。素
材となるプラスチックは十分な耐久性を持つ特殊なものを使う。地
面を掘削する必要がないため工期も短く、都市部でも工事が可能と
なる。

更生工法（形成工法）

○全国の管路延長は約49万㌔㍍（令和3年度末）
○耐用年数50 年を経過した管路延長は約３万㌔㍍（約 6％）あり、10 年後に
は約 9万㌔㍍（約18％）、20 年後には約20万㌔㍍（約40％）になる

下水道管
かん

渠
きょ

の年度別管理延長（令和4年度末）


